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ス菌に対する抗体が受給家免内に産生されるかいなかを検索した｡ 一方, 産生された抗体が 2TMercap･
toethanol(2- M E ) 処置に対し抵抗性か否か, 更に寒天ブロック電気泳動にて腸チフス菌に対する抗体
活性とその 2- M E 抵抗性の分布を検索した｡
(i) 新生家兎及びⅩ線照射家兎では, 1回の腸チフス菌感作では凝集素産生を認めなかった｡
(i) 淋巴球採集4日前に腸間膜根淋巴節に1回腸チフス菌を注射した成熟家兎の淋巴球を新生家兎心
臓に移入した場合,移入後 5 日及び7 日に受給宏兎血清中に2- M E 感受性抗凝集素産生を認めたO.
(ii) 静脈内腸チフス菌高感作後, 淋巴球採集3日前＼に腸間膜根淋巴節に最終感作を行なった成熟家兎
の生きた淋巴球を新生家兎に移入した場合, 2- M E 抵抗性および感受性抗H 凝集素と 2- M E 惑
受性抗0 凝集素産生を認めた｡
(iv) すでに血清中に腸チフス菌に対し 2- M E 感受性凝集素を持つ非感作家兎の生きた淋巴球を抗原
と共に新生家兎に移入した場合, 2- M E 感受性抗H 及び抗0 凝集素の産生を認めた｡
(Ⅴ) すでに血清中に腸チフス菌に対し高凝集素価を示し, しかも 2- M E 抵抗性を示す非感作成熟家









出生後24時間以内に胸腺摘出(Tx), 虫垂切除(Ax), 及び両者併用 (TxAx)を行ない, 偽手術又は無
手術群を対照(C)とし, 各群共約半数は生後2週に410r全身照射(-Ⅹ)を行ない, 各群の体重, 淋巴球数の
各週毎の経時的変化, 及び各種抗原感作に対する抗体産生能を検索した｡
( i) 各群の平均体重の経時的変化はⅩ線照射群と非照射群との問には差はなかった｡ しかしTx-Ⅹ,




群と差を示さなった｡ その他の群は多少にせよ一部にこれら抗体産生の低下を示したo 羊 赤血球
溶血素産生に対してはX線照射併用群のみで検索し宜が同様一部低下を示したO 特にTxAxおよび
TxIAx-Ⅹ群の家兎には上記各種抗体産生の著明電低下を示すものが認められた.
(iv) 同種皮膚移植免疫能に関しそは, 検索した 'Tx-Ⅹ, Ax-Ⅹ, TxAx-Ⅹ群のうち, TxAx-Ⅹ群
に皮膚脱落の遅延を認めた｡
(Ⅴ) ツ ･ ア抗体産生能に関しては, 検索したTx, Ax, TxAx群のうち, Tx群に関L では生後3
-5週まで, TxAx 群では生後12-17週に至るもなお強い抗体産生の障害を認めた｡ 又この現象
には末梢淋巴球数の減少との問に平行関係が認められた.-
よって家兎虫垂は新生家兎の免疫反応の発展に重要な役割を果たしていると考える｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
家兎について,1) リンパ球の血中7S およびキ9S 抗体産生の問題,2) 胸腺および虫垂の抗体産生機構
における役割りを検討した｡7Sあるいは19S 凝果菜をそれぞれ単独に血中に証明しうるチフ不菌感作家兎
のリンパ球 (7S あるいは19S リ_ンパ球と略す) を胸管より採取し, この7S あるいは19S リンパ球を抗体産
生能を示さない新生, Ⅹ線照射家兎にチフ羊歯とともに移入L/たところ, 受給家兎血中にそれぞれ7S ある
いは19S 凝集素の産生を認めた｡′生直後に胸腺および虫垂を単独, あるいは同時摘出しさらにⅩ線を照射
した群とそれぞれの対照群と一について, チフス菌および赤血球凝集素およびツ ･ ア抗体の産生および移植
皮膚拒否反応を比較検討した｡ 両者同時摘出群ではすべての免凍反応は単独摘出群より強く障害された｡
胸腺摘出群ではツ ･ア抗体産出および移植皮膚拒否反応が,. また虫垂摘出群ではチフス菌凝集産生が他群
に比し強く障害される傾向を認めたO .
以上本論文はリンパ球は7S および19Sの両抗体の産生, 家兎胸腺および虫垂が免疫学的発育分化に関係
することを明らかにしたもので,学術的に有益であり医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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